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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第53期

第３四半期連結
累計期間

第53期
第３四半期連結
会計期間

第52期

会計期間

自平成20年
４月１日
至平成20年

12月31日

自平成20年
10月１日
至平成20年

12月31日

自平成19年
４月１日
至平成20年
３月31日

売上高（千円） 7,402,413 2,569,565 10,381,003

経常損失（千円） △108,677 △14,155 △193,344

四半期（当期）純損失（千円） △1,022,835 △594,206 △1,634,178

純資産額（千円） － 6,087,414 7,141,463

総資産額（千円） － 16,470,048 15,107,493

１株当たり純資産額（円） － 744.61 873.54

１株当たり四半期（当期）純損失

金額（円）
△125.11 △72.68 △198.21

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － －

自己資本比率（％） － 37.0 47.3

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△1,023,566 － △1,735,444

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△1,497,201 － △3,436,760

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
3,104,121 － 4,239,070

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（千円）
－ 1,116,325 533,258

従業員数（人） － 416 406

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

　２．売上高には消費税等は含まれておりません。

　３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益は、潜在株式は存在するものの１株当たり四半期（当期）

純損失であるため記載しておりません。
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２【事業の内容】

　当第３四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。また、主要な関係会社の異動もありません。

３【関係会社の状況】

　当第３四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

４【従業員の状況】

(1）連結会社の状況

　 平成20年12月31日現在

従業員数（人） 416 (140)

　（注）　従業員数は就業人員であり、臨時雇用者数は（　）内に当第３四半期連結会計期間の平均人員を外数で記載して

おります。

(2）提出会社の状況

　 平成20年12月31日現在

従業員数（人） 320 (98)

　（注）　従業員数は就業人員であり、臨時雇用者数は（　）内に当第３四半期会計期間の平均人員を外数で記載しており

ます。
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

　本報告書のこの項以下に記載する金額は、消費税等を含んでおりません。

(1）生産実績

　当第３四半期連結会計期間の生産実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりであります。

事業の種類別セグメントの名称
当第３四半期連結会計期間

(自　平成20年10月１日
　至　平成20年12月31日)

コンタクトレンズ・ケア用品事業

（千円）
355,066

合計（千円） 355,066

（注）金額は製造原価によっております。

(2）商品仕入実績

　当第３四半期連結会計期間の商品仕入実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりであります。

事業の種類別セグメントの名称
当第３四半期連結会計期間

(自　平成20年10月１日
　至　平成20年12月31日)

コンタクトレンズ・ケア用品事業

（千円）
770,621

眼鏡事業（千円） 307,796

その他事業（千円） 152,151

合計（千円） 1,230,569

（注）金額は仕入価額によっております。

(3）受注状況

　当社グループは見込生産を行っているため、該当事項はありません。

(4）販売実績

　当第３四半期連結会計期間の販売実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりであります。

事業の種類別セグメントの名称
当第３四半期連結会計期間

(自　平成20年10月１日
　至　平成20年12月31日)

コンタクトレンズ・ケア用品事業

（千円）
1,931,769

眼鏡事業（千円） 460,118

その他事業（千円） 177,676

合計（千円） 2,569,565

２【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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３【財政状態及び経営成績の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社グループが判断したものであります。

(1）経営成績の分析

　　当第３四半期連結会計期間におけるわが国経済は、サブプライムローン問題を発端とする世界的な金融市場の混乱

により、実体経済は大きな打撃を受けており、企業収益は急激な悪化を辿っております。また、それに伴い雇用情勢

も混迷を来たす等、景気の先行きに対する不安感は急速に高まっております。

　このような状況の中で、当社グループといたしましては、収益基盤の強化を図るため、コンタクトレンズを柱とし

た自社製品の売上拡大に努めてまいりました。

　コンタクトレンズにつきましては、前年同四半期比で約12％の増加となりましたものの、ケア用品や眼鏡の売上が

減少し、売上高全体は2,569百万円となりました。

　また、厳しい経営環境の下、経費の効率使用に努めましたものの、上記売上高の減少に伴う粗利益の減少に加えて、

先行販売を開始しております「シードワンデーピュア」製造操業度が当初見込みより低水準で推移していること

による製造原価高で、営業損失20百万円、経常損失14百万円となりました。さらに、投資有価証券評価損183百万円や

製品回収関連損失350百万円を計上したために、四半期純損失は594百万円となりました。

　事業の種類別セグメントの業績は次のとおりであります。

（コンタクトレンズ・ケア用品事業）

　コンタクトレンズ・ケア用品事業につきましては、コンタクトレンズにおいて、鈍化傾向にある２週間交換コンタ

クトレンズの落ち込みを一昨年11月に発売した「シードワンデーファイン」の拡販によりカバーすることができ

ました。しかしながら、ケア用品において、価格競争激化の影響やコンベンショナル（従来型）レンズ市場縮小等に

より売上を伸ばすことが出来ず、当事業全体の売上高は1,931百万円、営業利益は117百万円となりました。

（眼鏡事業）

　眼鏡事業につきましては、「ビビッドムーン」や「プラスミックス」、「アイシード」等主力フレームが、生活防

衛意識の高まりによる買い控え等の影響を受けたため、売上高は460百万円となり、さらに価格競争激化による粗利

率の低下等の影響により粗利益は減少したため、営業損失34百万円となりました。

（その他事業）

　その他事業につきましては、連結子会社であるタワービジョンにおいて展開をしている携帯電話部門で、あらたに

取扱メーカーを追加したことにより売上高177百万円となりましたものの、眼内レンズ市場における価格競争激化

の影響により、営業損失20百万円となりました。

(2）財政状態の分析

当第３四半期連結会計期間末における資産の残高は、16,470百万円となり、前連結会計年度末から1,362百万円の

増加となりました。主な要因として、鴻巣新工場における機械装置及び運搬具の659百万円（1,193百万円から1,853

百万円）や新製品の１日使い捨てコンタクトレンズ等の仕掛品824百万円（191百万円から1,015百万円）の増加が

挙げられます。

　負債につきましては、当第３四半期連結会計期間末の残高は10,382百万円となり、2,416百万円の増加となりまし

た。主な要因として、鴻巣新工場関連や運転資金のための借入金2,828百万円（長短計4,879百万円から7,708百万円）

の増加が挙げられます。

  純資産につきましては、当第３四半期連結会計期間末の残高は6,087百万円となり、1,054百万円の減少となりまし

た。これは、当第３四半期純損失（1,022百万円）となったことによるものであります。

(3）キャッシュ・フローの状況

当第３四半期連結会計期間における現金及び現金同等物（以下、「資金」という。）は、1,116百万円となりまし

た。各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は以下のとおりであります。

　　（営業活動によるキャッシュ・フロー）

当第３四半期会計期間において、営業活動の結果使用した資金は、272百万円となりました。これは主に、製品自主

回収関連費用153百万円の支払によるものであります。 

　（投資活動によるキャッシュ・フロー）

当第３四半期会計期間において、投資活動の結果使用した資金は、281百万円であります。これは主に、鴻巣研究所

の設備の導入267百万円によるものであります。

　（財務活動によるキャッシュ・フロー）

当第３四半期会計期間において、財務活動の結果得られた資金は、1,023百万円であります。これは主に、借入金の

借入によるものであります。
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(4）事業上及び財務上の対処すべき課題

 当第３四半期連結会計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

(5）研究開発活動

　当第３四半期連結会計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、87百万円であります。なお、当第３四

半期連結会計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

(6）経営成績に重要な影響を与える要因及び通期の見通し

　世界各国における不況の深刻度は増しており、国内経済においても企業収益や雇用情勢の悪化が顕著になるなど、

景気動向は一層厳しい状況が続くものと見込まれます。

　このような状況の中で、当社グループにおきましては、引き続き次の施策に取組みまして、業績の回復ならびに収

益基盤の強化を図ってまいります。

　しかしながら、前述にもありますとおり「シードワンデーピュア」の製造原価高等による粗利益の減少、新物流体

制構築によるコスト増が予想を上回る見込みであり、加えて当四半期において特別損失の計上を余儀なくされたた

め、通期の見通しは、売上高10,160百万円、営業損失51百万円、経常損失52百万円、当期純損失998百万円となる見通し

であります。
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

　当第３四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

(2）設備の新設、除却等の計画

　当第３四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、拡充、改修、除却、売却等の計画はありま

せん。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 26,424,000

計 26,424,000

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成20年12月31日）

提出日現在発行数
（株）

（平成21年２月13日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 9,112,000 9,112,000 ジャスダック証券取引所 単元株式数　100株

計 9,112,000 9,112,000 － －

（２）【新株予約権等の状況】

旧商法に基づき発行した新株予約権は、次のとおりであります。

平成17年６月29日定時株主総会決議

 
第３四半期会計期間末現在
（平成20年12月31日）

新株予約権の数（個） 1,702

新株予約権のうち自己新株予約権の数（個） ――――――

新株予約権の目的となる株式の種類
 普通株式

 単元株式数　100株

新株予約権の目的となる株式の数（株） 170,200

新株予約権の行使時の払込金額（円） 　新株予約権１個あたり　63,100

新株予約権の行使期間
自　平成21年５月１日

至　平成24年４月30日

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の

発行価格及び資本組入額（円）

発行価格　　631

資本組入額　316
 

新株予約権の行使の条件

各新株予約権の一部行使はできないものとする。

権利行使請求日の属する月の前月のジャスダック証券取引所

における当社普通株式の終値の平均値が、行使価額を300円以

上上回っている場合に限り、行使することができる。

新株予約権の譲渡に関する事項 新株予約権を譲渡するには、当社取締役会の承認を要する。

代用払込みに関する事項 ――――――

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項 ――――――
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（３）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成20年10月１日～

平成20年12月31日
－ 9,112,000 － 1,841,280 － 2,474,160

（５）【大株主の状況】

　大量保有報告書等の写しの送付等がなく、当第３四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりませ

ん。　

（６）【議決権の状況】

　当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日（平成20年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。

　　　①【発行済株式】

　 平成20年12月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式（自己株式等） ― ― ―

議決権制限株式（その他） ― ― ―

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

普通株式 936,600
― 単元株式数　100株

完全議決権株式（その他） 普通株式 8,169,900 81,699 同上

単元未満株式 普通株式 5,500 ― ―

発行済株式総数 9,112,000 ― ―

総株主の議決権 ― 81,699 ―

　（注）「完全議決権株式（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が4,000株含まれております。また、

「議決権の数」欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数40個が含まれております。

②【自己株式等】

　 平成20年12月31日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合
（％）

（自己保有株式）

　㈱シード

東京都文京区本郷２

－40－２
936,600 － 936,600 10.28

計 － 936,600 － 936,600 10.28
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２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成20年
４月

５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

最高（円） 415 429 430 424 434 410 398 329 290

最低（円） 368 345 363 360 391 365 250 260 240

（注）最高・最低株価は、ジャスダック証券取引所におけるものであります。

３【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書の提出日以後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。
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第５【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第３四半期連結会計期間（平成20年10月１日から平

成20年12月31日まで）及び当第３四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年12月31日まで）に係る四半

期連結財務諸表について、あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成20年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,116,825 533,258

受取手形及び売掛金 ※4
 1,765,771 1,491,339

商品 1,404,660 1,557,320

製品 406,469 280,122

原材料 13,487 4,437

仕掛品 1,015,976 191,046

貯蔵品 107,325 113,088

その他 968,614 1,109,522

貸倒引当金 △69,636 △6,590

流動資産合計 6,729,496 5,273,545

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 2,255,119 2,390,602

機械装置及び運搬具（純額） 1,853,221 1,193,472

土地 2,769,208 2,769,208

建設仮勘定 847,752 1,251,185

その他（純額） 204,696 176,651

有形固定資産合計 ※1
 7,929,998 7,781,120

無形固定資産 ※2
 128,122 129,513

投資その他の資産 ※3
 1,682,430 1,923,314

固定資産合計 9,740,551 9,833,948

資産合計 16,470,048 15,107,493
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（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成20年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 ※4
 950,394 983,996

短期借入金 3,651,000 2,057,000

未払法人税等 21,440 365

賞与引当金 71,700 148,800

製品回収関連損失引当金 183,000 327,000

その他 ※4
 641,987 810,487

流動負債合計 5,519,522 4,327,649

固定負債

長期借入金 4,057,000 2,822,500

退職給付引当金 779,748 759,954

役員退職慰労引当金 26,363 55,927

固定負債合計 4,863,111 3,638,381

負債合計 10,382,633 7,966,030

純資産の部

株主資本

資本金 1,841,280 1,841,280

資本剰余金 2,474,160 2,474,160

利益剰余金 2,090,770 3,154,483

自己株式 △350,892 △350,888

株主資本合計 6,055,318 7,119,034

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 32,096 22,428

評価・換算差額等合計 32,096 22,428

純資産合計 6,087,414 7,141,463

負債純資産合計 16,470,048 15,107,493
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（２）【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

当第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年12月31日)

売上高 7,402,413

売上原価 3,915,740

売上総利益 3,486,672

販売費及び一般管理費 ※
 3,587,357

営業損失（△） △100,684

営業外収益

受取利息 619

受取配当金 6,024

為替差益 17,887

その他 47,901

営業外収益合計 72,433

営業外費用

支払利息 75,078

その他 5,346

営業外費用合計 80,425

経常損失（△） △108,677

特別利益

投資有価証券売却益 3,907

特別利益合計 3,907

特別損失

固定資産除却損 1,069

投資有価証券評価損 184,982

製品回収関連損失 792,896

特別損失合計 978,949

税金等調整前四半期純損失（△） △1,083,719

法人税、住民税及び事業税 19,805

法人税等調整額 △80,690

法人税等合計 △60,884

四半期純損失（△） △1,022,835
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【第３四半期連結会計期間】
（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間
(自　平成20年10月１日
　至　平成20年12月31日)

売上高 2,569,565

売上原価 1,391,452

売上総利益 1,178,112

販売費及び一般管理費 ※
 1,198,700

営業損失（△） △20,587

営業外収益

受取利息 152

受取配当金 5,117

為替差益 17,040

その他 14,118

営業外収益合計 36,428

営業外費用

支払利息 28,902

その他 1,092

営業外費用合計 29,995

経常損失（△） △14,155

特別利益

投資有価証券売却益 3,872

特別利益合計 3,872

特別損失

投資有価証券評価損 183,638

製品回収関連損失 350,972

特別損失合計 534,611

税金等調整前四半期純損失（△） △544,894

法人税、住民税及び事業税 5,582

法人税等調整額 43,730

法人税等合計 49,312

四半期純損失（△） △594,206
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

当第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純損失（△） △1,083,719

減価償却費 654,981

貸倒引当金の増減額（△は減少） 55,096

退職給付引当金の増減額（△は減少） 19,794

賞与引当金の増減額（△は減少） △77,100

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △29,564

受取利息及び受取配当金 △6,644

支払利息 75,078

固定資産除却損 1,069

投資有価証券売却損益（△は益） △3,907

投資有価証券評価損益（△は益） 184,982

製品回収関連損失 792,896

売上債権の増減額（△は増加） △266,506

たな卸資産の増減額（△は増加） △801,905

仕入債務の増減額（△は減少） △33,601

その他 373,450

小計 △145,598

利息及び配当金の受取額 6,644

利息の支払額 △70,676

法人税等の支払額 △16,246

法人税等の還付額 93,026

製品回収関連費用の支払 △890,716

営業活動によるキャッシュ・フロー △1,023,566

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △1,480,580

投資有価証券の取得による支出 △538

投資有価証券の売却による収入 8,146

定期預金の預入による支出 △500

貸付金の回収による収入 7,860

その他 △31,588

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,497,201

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 1,550,000

長期借入れによる収入 1,800,000

長期借入金の返済による支出 △521,500

セール・アンド・リースバックによる収入 316,261

配当金の支払額 △40,635

自己株式の取得による支出 △4

財務活動によるキャッシュ・フロー 3,104,121

現金及び現金同等物に係る換算差額 △286

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 583,067

現金及び現金同等物の期首残高 533,258

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 1,116,325

EDINET提出書類

株式会社シード(E02414)

四半期報告書

16/24



【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　
当第３四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

１．連結の範囲に関する事項

の変更

　該当事項はありません。

２．持分法の適用に関する事

項の変更

　該当事項はありません。

３．会計処理基準に関する事

項の変更

重要な資産の評価基準及び評価方法の変更

　たな卸資産

　通常の販売目的で保有するたな卸資産

については、従来、主として先入先出法に

よる原価法によっておりましたが、第１

四半期連結会計期間より「棚卸資産の評

価に関する会計基準」（企業会計基準第

９号　平成18年７月５日）が適用された

ことに伴い、主として先入先出法による

原価法（貸借対照表価額については収益

性の低下に基づく簿価切下げの方法）に

より算定しております。

　これにより、当第３四半期連結累計期間

の営業損失、経常損失及び税金等調整前

四半期純損失は、それぞれ12,109千円増

加しております。

　なお、セグメント情報に与える影響は、

当該箇所に記載してあります。

【簡便な会計処理】

　
当第３四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

１．一般債権の貸倒見積高の

算定方法

　当第３四半期連結会計期間末の貸倒実績

率等が前連結会計年度末に算定したものと

著しい変化がないと認められるため、前連

結会計年度末の貸倒実績率等を使用して貸

倒見積高を算定しております。

２．棚卸資産の評価方法 　棚卸資産の簿価切下げについては、収益性

の低下が明らかなものについてのみ正味売

却価額を見積り、簿価切下げを行う方法に

よっております。

３．法人税等並びに繰延税金

資産及び繰延税金負債の算

定方法

　法人税等の算出については、加味する加減

算項目や税額控除項目を重要なものに限定

する方法によっております。

　また、繰延税金資産の回収可能性の判断に

ついては、前連結会計年度末以降に経営環

境や一時差異等の発生状況に著しい変化が

認められた場合には、前連結会計年度にお

いて使用した業績予測やタックス・プラン

ニングに当該影響を加味して算出したもの

を利用する方法によっております。

４．固定資産の減価償却費の

算定方法

　定率法を採用している資産については、連

結会計年度に係る減価償却費の額を期間按

分して算定しております。

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】
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　　　該当事項はありません。

【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

当第３四半期連結会計期間末
（平成20年12月31日）

前連結会計年度末
（平成20年３月31日）

※１．有形固定資産の減価償却累計額は、3,445,823千円で

あります。

※１．有形固定資産の減価償却累計額は、2,822,837千円で

あります。

※２．無形固定資産に含まれているのれんの額は5,672千

円であります。

※２．無形固定資産に含まれているのれんの額は3,966千

円であります。

※３．投資その他の資産から直接控除している貸倒引当金

の額は252,976千円であります。

※３．投資その他の資産から直接控除している貸倒引当金

の額は260,926千円であります。

※４．四半期連結会計期間末日満期手形の処理　　　　　　　

　四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理につい

ては、当第３四半期連結会計期間の末日が金融機関の

休日でしたが、満期日に決済が行われたものとして処

理しております。

　なお、当第３四半期連結会計期間末日満期手形の金額

は、次のとおりであります。

　　受取手形　33百万円 

　　支払手形　85百万円

　　その他　　 8百万円

―――――――――

（四半期連結損益計算書関係）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

※　　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりであります。

給与手当 817,816千円

賞与引当金繰入額 53,060千円

退職給付費用 46,237　

貸倒引当金繰入額 63,324　

当第３四半期連結会計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日）

※　　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりであります。

給与手当 232,019千円

賞与引当金繰入額 53,060千円

退職給付費用 15,070　

貸倒引当金繰入額 22,385　
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（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対照表に掲記

されている科目の金額との関係

（平成20年12月31日現在）

　 （千円）

現金及び預金勘定 1,116,825

預け入れ期間が３ヶ月を超える定期預金 △500

現金及び現金同等物 1,116,325

（株主資本等関係）

当第３四半期連結会計期間末（平成20年12月31日）及び当第３四半期連結累計期間（自　平成20年４月１日　至　

平成20年12月31日）

１．発行済株式の種類及び総数

　普通株式　9,112,000株

２．自己株式の種類及び株式数

　普通株式　　936,657株

３．新株予約権等に関する事項

　該当事項はありません。

４．配当に関する事項

　配当金支払額

　
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成20年６月27日

定時株主総会
普通株式 40,876 5 平成20年３月31日 平成20年６月30日 利益剰余金
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（セグメント情報）

【事業の種類別セグメント情報】

当第３四半期連結会計期間
(自　平成20年10月１日
　至　平成20年12月31日)

コンタクト
レンズ・ケ
ア用品事業
（千円）

眼鏡事業
（千円）

その他事業
（千円）

計（千円）
消去又
は全社
（千円）

連結
（千円）

売上高       

(1）外部顧客に対する売上高 1,931,769 460,118 177,676 2,569,565 －　 2,569,565

(2）セグメント間の内部売上高

又は振替高
－ － － － （－）　 －

計 1,931,769 460,118 177,676 2,569,565 （－）　 2,569,565

営業利益又は営業損失（△） 117,560 △34,230 △20,583 62,747
（△

83,334）　
△20,587

当第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年12月31日)

コンタクト
レンズ・ケ
ア用品事業
（千円）

眼鏡事業
（千円）

その他事業
（千円）

計（千円）
消去又
は全社
（千円）

連結
（千円）

売上高       

(1）外部顧客に対する売上高 5,537,491 1,311,503 553,418 7,402,413 －　 7,402,413

(2）セグメント間の内部売上高

又は振替高
－ － － － （－）　 －

計 5,537,491 1,311,503 553,418 7,402,413 （－）　 7,402,413

営業利益又は営業損失（△） 216,497 △123 △67,347 149,026
（△

249,711）　
△100,684

　（注）１．事業区分の方法及び各区分に属する主要な品目の名称

事業は、製品、商品の系列及び市場の類似性を考慮して区分しております。また、これらの事業区分に属する

主要な品目は次のとおりであります。

事業区分 主要製商品名

コンタクトレンズ・ケア

用品事業

コンタクトレンズ（ハード系、ソフト系、ディスポーザブル（使い捨て）レンズ）、

ケア用品（洗浄液、保存液、酵素洗浄液、コンセプトクイック、ソフトメイト、シードゥソフ

トケア、保存ケース他）、及びその関連事業

眼鏡事業
眼鏡レンズ、眼鏡フレーム（ビビッドムーン、プラスミックス、キンロックアンダーソン、ア

イシード他）、眼鏡備品、その他

その他事業 眼内レンズ、超音波クリーナー、その他

２．会計処理の方法の変更 

　「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」３．に記載の通り、第１四半期連結会計

期間より「棚卸資産の評価に関する会計基準」(企業会計基準第９号 平成18年７月５日)を適用しております。

　これにより、従来の方法によった場合に比べて、当第３四半期連結累計期間の営業利益がコンタクトレンズ・ケ

ア用品事業において12,109千円減少しております。

【所在地別セグメント情報】

　当第３四半期連結会計期間及び当第３四半期連結累計期間において、本邦以外の国又は地域に所在する連結

子会社及び重要な在外支店がないため、該当事項はありません。

【海外売上高】

　当第３四半期連結会計期間及び当第３四半期連結累計期間において、海外売上高は、連結売上高の10％未満の

ため、記載を省略しております。
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（有価証券関係）

　その他有価証券で時価のあるもの

　 取得原価（百万円）
四半期連結貸借対照表
計上額（百万円）

差額（百万円）

(1）株式 153,756 194,492 40,736

(2）債券 － － －

(3）その他 － － －

合計 153,756 194,492 40,736

（注）当第３四半期連結会計期間において、183,638千円の減損処理を行っております。

なお、減損処理にあたっては、期末における時価が取得価額に対して50％以上下落した場合には減損処理を

行い、30～50％程度下落した場合には、回復可能性や過去の実績を考慮して必要と認められた場合に減損処

理を行っております。

（デリバティブ取引関係）

　　　　該当事項はありません。

（ストック・オプション等関係）

当第３四半期連結会計期間（自　平成20年10月１日　至　平成20年12月31日）

１．ストック・オプションに係る当第３四半期連結会計期間における費用計上額及び科目名

　該当事項はありません。

　

２．当第３四半期連結会計期間に付与したストック・オプションの内容

　　　　　　該当事項はありません。

（企業結合等関係）

　　　　該当事項はありません。

（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第３四半期連結会計期間末
（平成20年12月31日）

前連結会計年度末
（平成20年３月31日）

１株当たり純資産額 744.61円 １株当たり純資産額 873.54円

２．１株当たり四半期純損失金額

当第３四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

当第３四半期連結会計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日）

１株当たり四半期純損失金額 125.11円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益について

は、潜在株式は存在するものの１株当たり四半期純損失で

あるため記載しておりません。

１株当たり四半期純損失金額 72.68円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益について

は、潜在株式は存在するものの１株当たり四半期純損失で

あるため記載しておりません。

　（注）　１株当たり四半期純損失金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
当第３四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

当第３四半期連結会計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日）

１株当たり四半期純損失金額   

四半期純損失（千円） 1,022,835 594,206

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純損失（千円） 1,022,835 594,206

期中平均株式数（株） 8,175,348 8,175,343
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（重要な後発事象）

　　　　　該当事項はありません。

（リース取引関係）

　所有権移転外ファイナンス・リース取引について通常の賃貸借取引に係る方法に準じて処理を行っております

が、当四半期連結会計期間におけるリース取引残高は前連結会計年度末に比べて著しい変動が認められないため、

記載しておりません。

２【その他】

　　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】

　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成21年２月13日

株式会社シード

取締役会　御中

あずさ監査法人

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 井上　智由　　印

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 信田　　力　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社シードの平

成20年４月１日から平成21年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成20年10月１日から平成20年12

月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸表、

すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レ

ビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務

諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社シード及び連結子会社の平成20年12月31日現在の財政状態、同日

をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間の経営成績並びに第３四半期連結累計期間の

キャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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